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は じ め に

園芸作 物の重要害虫であ る ハ ダニ類に は数多 く の捕食
性天敵が存在 し， そ の役割の重要性 に つ いて は多 く の報
告例があ る (McMURTR Y et al. ， 1970) 。 我が国 の カ ン キ ツ
園で近 年問題 にな って い る 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 に よ る ミ
カ ンハ ダニ Panonychus citri の リ サ ー ジ ェ ン ス 現象 は天
敵の重要性 を 最 も 明確に 示す例 (古橋・ 森本， 1989) で
あ り， こ の よ うな 問題 に対処す る た めに 各種天敵 に 関す
る 詳細かっ幅広 い研究 が望 ま れて い る 。

Oligota属 のハ ネ カ ク シ (以下， ケ シハ ネ カ ク シ類 と 記
す) に はハ ダニ の 天敵 と して 有望視 さ れ る 種が多 く， 我
が国 で も カ ン キ ツ や ナ シな ど の 果樹園 に お け る 働 き が近
年評価 さ れて い る ( 浜村 ら， 1984 : 柏 尾， 1989 : 下 回
ら， 1993 b) 。 し か しな が ら ケ シハネ カ ク シ類は飼育が容
易でな く， 分類が遅れて い た こ と も あ って， 生 態 に 関す
る 知見 は 乏 し い の が現状 であ る 。

本報で は， ハ ダニ の 天敵 と して 有望視 さ れ る ケ シ ハ ネ
カ ク シ 類 の 一種 (ヒ メ ハ グ ニ カ プ リ ケ シ ハ ネ カ ク シ
Oligota 加shmirica benφ�ca， 以下 benefica と 記す) に 関
す る 筆者 ら の研究 (下回 ら， 1993 b) を 中心 に， 果樹園に
お砂 る 本種の生 態や天敵 と して の諸特 性 を 紹介 し， 天敵
と して の評価 と そ の利用の可能性 に つ いて言 及 し た い。

I ハ ダ ニの天敵と し て のケ シハネ カ ク シ類

ケ シハ ネ カ ク シ類 は世界 に 広 く 分布 し， 約 200 種 ほ ど
が記載 さ れて い る (NAOMI， 1984) 。 こ れ ら は成・ 幼虫 と
も 小型 の節 足動物や ハ ダニ類な ど を 捕食 して お り， O. 

flavicornis や O. oviformisな ど は ハ ダニ の天敵 と して 有

名な 種であ る (McMURTR Y et al.， 1970) 。 圏内で は現在 6
種が記載 さ れて お り， そ の う ち の 2 種， すな わ ち ハ ダニ
カ プ リ ケ シハ ネ カ ク シ O. yasumaぉui (以下， yasumatsui 
と 記す) と benefi・ca が， ミ カ ンハ ダニ， ナ ミ ハ ダニ (黄
緑型) Tetranychus urticae (green form) ， カ ン ザ ワ ハ ダ
ニ 主 的nzawaiな ど の 天 敵 と して 報 告 さ れて い る
(NAOMI， 1984) 。 両種 は ハ ダ ニ が発生 す る 同一植物上 に
混在す る こ と が多 い が， 一般 に 後者 の ほ う が優 占 す る 傾
向があ り (表ー 1)， こ の傾向 は ミ カ ンハ ダニが発生 す る カ
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ン キ ツ 園 に お いて も 同様であ る (相尾， 1989) 。 そ の た め
圏 内 の ケ シ ハ ネ カ ク シ 類 で は yasumatsui よ り も
benefica が有望視 さ れて お り， 実際 yasumatsui に つ いて
は研究 例 はな い。 し た が って こ れ以 降 は benefica に 関 し

て 解説 して い き た い。
な お今後の研究 に は両種の識別 が必要な の で， 下回 ら

(1993 a) の簡易識別法 を述べて お く 。 幼虫 (2�3 齢) に
つ いて は胸部背板上の硬皮板 (褐色~ 黒色) の有無 に よ
り 肉眼で も 容易 に 区別で き る ( 口絵参照) が， 1 齢幼虫 に
つ いて は容易 で はな い。 成虫 は頭部の色彩 で区別で き る
( benefica は黄色~ 茶褐色， yasumatsui は黒色 を呈す る )
が， 実体顕微鏡下で も 識別 に は熟練 を 要す る 。 卵 の識別
は不可能な の で， 2�3 齢幼虫 に ま で発育 さ せて か ら の識
別が妥当であ る 。

E 果樹園 内外での生態

一般 に 果樹園周辺の 防風樹や雑草な ど はハ ダニ の天敵
の温存場所 で あ る と い わ れて お り， 飛 しょ う 能力 を持 つ
昆虫類の天敵 は こ の よ うな 場所 か ら ハ ダニ の 多発 し た 閣
内 に 移動 し， 圏 内 の ダニ 密度 を 低下 さ せ る (井上 ら，
1991) 。 そ の た め 果樹園 内外を調査す る こ と が， benefica 
の生 態の全貌 を 把握す る 上で必要で あ る 。 現段階 で は 果
樹圏内外での本種の生 態 に 関 す る 知見 は乏 し い が， こ こ

では千葉 大学 園芸学 部附属 農場 (松戸市) 内 の ナ シ 園及
びそ の周辺 に 自生 す る ク ズ を対象 に， 筆者 ら が実施 し た
50葉 のラ ン ダム サ ン プ リ ン グ の調査結果 (下回 ら， 1993 
b) を紹介す る 。

benefica は成虫で越冬 し， 越冬後 (4�5 月 ご ろ ) はハ ダ
ニが発生 す る ク ズ に お いて ま ず 1�2 世代経 過す る (図ー

表ー 1 ケ シハ ネ カ ク シ 2 種の採集個体数
(下回 ら . 1993 a を一部改変)

調査植物 ノ 、 ダニ benefica ( %) y邸umaお制f ( %)
ク ズ ナ ミ (赤色型) 691 ( 98 . 3) 9 (  l .  7) 
ハ コ ベ ホ オ ズ キ ナ ミ (赤色型) 477 ( 99 . 4) 3 (  0 . 6) 
ナ シ ナ ミ (黄緑型) 99 ( 96 . 1 ) 4 (  3 . 9) 
ウ メ オ ウ ト ウ l 7 (  85 . 0) 3 0 5 . 0) 

イ ヌ ツ ゲ ミ カ ン 90 ( 90 . 9) 9 (  9 . 1) 
ア ジ サ イ カ ン ザ ワ 34 ( 94 . 4) 2 (  5 . 6) 
ム ク ノ キ エ ノ キ 14 000 ) O (  0 ) 

一一一 25



(1993年)

示す。 雌 成虫 は ク ズ葉 片上の餌が多 い場所 に l 個ずつ産
卵 し， 産卵 直後 に周辺に あ る ハ ダニ の脱皮殻や排出物な
ど を集 め て卵 (0 . 26 X O . 21 mm) に被覆 を施す ( 口絵参
照) 。 被覆 に は捕食者か ら卵 を保護す る 効果があ る 。 卵 か
ら ふ化 し た幼虫 はハ ダニ を食べて育ち， 成熟 し た 3 齢幼
虫 (体長約 2 mm) は 土壌 中 で繭 を 形成 し て 踊化す る 。 卵
期 と 幼虫期 (1�3 齢) の発育期間は短いが婿期 は長 く，
全 発育期間の半分以上 を 占 め る 傾向があ る 。 飼育 し た 場
合の全 発育期聞 は 25.Cで平 均 19 . 6 日 と かな り 長 い 。 発
育率 は卵 期 と 幼虫期 は と も に 高 く (30.C区の幼虫期の発

育率が低 い の は発育の進行が早 く， 嫡化 カ ッ プ に移す前
に幼虫が死 亡 し た た め )， 婿期 に は低 くな っ た 。 婿期の発
育率 は土壌の種類や水分条件， 飼育温度な ど に よ り 変動
す る が， 概 し て 30�40% 程度 に 終始 す る 傾向があ り， こ
の 問題の改善が効率的な 飼育法の確立の際の重要課題で
あ る 。

幼虫 の ふ化後の経 過 日 数 と 捕食数 と の 関係 を 表-3 に
示す。 調査 は各 区 と も 10 回ずつ行っ た が， 餌 ( ナ ミ ハ ダ
ニ 黄緑型 の卵 ) 密度 が低 い 区 ほ ど幼虫 の 発育 に 悪影響
(死 亡や逃亡) がみ ら れ， 結果的 に 反復数 は 少な く な っ
た 。 ふ化後 1 日経 過 し た l 齢幼虫 の捕食数 は ど の 区で も
少な し 3�4 日経 過 し た 3 齢幼虫 の そ れ は 各 区 と も 最 も
高 くな る が， 5�6 日経 過 し た幼虫 は十分 に 発育 し て い る
の で餌 を あ ま り 必要 と しな くな る よ う で あ る 。 幼虫期間
中の総捕食数 は餌供給量が多 い 区 ほ ど増加す る 傾向があ
る が， こ の こ と は餌密度が高 い 条件下 に お い て幼虫 の本
来の捕食能力 が発揮 さ れ る こ と を示 し て い る 。 な お著者
の調査 に よ れ ば， 1 齢幼虫 は ハ ダニ の卵 や静止期 を 主 に
食べ る が， 齢が進む と ど の ス テ ー ジ のハ ダニ も よ く 食べ
る よ う にな る 。

次 に， 餌密度 と 成虫の捕食数 と 産卵 数の 関係 を表-4 に
示す。 餌 ( ナ ミ ハ ダニ黄緑型の卵 ) 密度が高 い 区 ほ ど雌
成虫の捕食数 と 産卵 数が増加す る 傾向があ り， 餌密度が
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1) 。 ク ズ葉 上のハ ダニ密度が ピ ー ク とな る 時期 よ り わ ず
か に 遅れて benefica の 密度 も 高 くな る が， こ れ以降はハ
ダニ密度が減少す る た め， benefica 成虫は餌を求 め て ほ
かの場所へ飛 しょ う し て移動す る 。 そ の一部がナ シ 園 に
定着 し， ナ ミ ハ ダニ (黄緑型) の多発時に 1 世代経 過す
る (図一2) 。 秋に ナ シ 園 か ら 戻 っ た個体が ク ズ で 1�2 世
代経 過 し， 1l�12 月 ご ろ に 出現 し た 成虫が越冬す る よ う
であ る 。 こ の よ う に benポca が常 に 多 く の餌が生 息す る
場所 を 求 め て 果樹園内外 を移動す る の は， 後述す る よ う
に本種の発育や産卵 に 多 く の餌が必要な た め であ ろ う 。

な お 果樹園 内 外 で の benψ:ca の 移 出入 の 可能性 に つ
い て は カ ン キ ツ 園 に お い て も 指摘 さ れ て お り， 例 え ば井
上 ら ( 1991) は， カ ン キ ツ 園周辺の防風樹 ( イヌマ キ，
ス ギ) が発生 源 で あ る 可能性が高 い こ と を 報告 し て い
る 。

こ こ では天敵 と し て の特性 と し て 重要な， 発育 ・生存
能力， 捕食能力， 増殖能力 に つ い て， ナ ミ ハ ダニ (賛緑
型) を与 え た下 回 ら ( 1993 b) の調査結果 を紹介す る 。 な
お， ミ カ ンハ ダニ を与 え た場合 に つ い て は， 柏尾 (1989)
を参照 さ れた い。

benefica に 十分量 の ハ ダ ニ を与 え た 場合の 各発育 ス
テ ー ジ ご と の 発育期間 と 発育率 を 謁 べ た 結果 を 表ー 2 に
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ク ズ葉上 に お け る ケ シハ ネ カ ク シ の発生消長
(下回 ら ， 1993 b を一部改変)

図 - 1

各温度条件下 に お け る 発育期間 と 発育率 (下回 ら ， 1993 b) 

飼育温度 発育 日 数

('C) 供試虫数 卵期間 幼虫期間 蝋期間 全発育期間

20 40 
5 . 2 士 0 . 6 5 . 3 :t 0 . 5  1 7 . 6 :t 1 . 0  28 . 1 土 0 . 7
(100 ) (70 . 0) (36 . 0) (27 . 5) 

25 
4 . 5 :t 0 . 5  4 . 2 :t 0 . 6  10 . 9 土 0 . 8 19 . 6 土 0 . 6

40 
( 90 . 0) (69 . 4) (60 . 0) (37 . 5) 

30 35 
3 . 2 :t 0 . 8  3 . 4 :t 0 . 8  8 . 5 :t 0 . 4  15 . 1 士 1 . 2
( 88 . 8) (35 . 5) (63 . 6) (20 . 0) 
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表-3 幼虫の ふ化後の経過 日 数 と 捕食数 (下回 ら ， 1993 b) 

1 日 当た り 勝化後の 日 齢 (25 :t rC) 幼虫期間中の

供試卵数 反復数 1 2 3 4 5 6 ハ ダニ卵捕食数

23 . 5 :t 0 . 7  32 . 5 :t  0 . 7  33 . 5 :t  2 . 1  89 . 5 :t  3 . 5  
50 2 

(2) (2) (2) 
29 . 3 :t 9 . 7  49 . 0 :t  7 . 0  90 . 5 土 4 . 0 90 . 0 :t  6 . 0  236 . 3 :t 47 . 7  

100 4 
(4) (4) (4) (3) 

28 . 4 土 6 . 3 52 . 9 :t 20 . 9  121 . 0 土 54 . 0 125 . 9 :t 68 .  0 38 . 5 :t  0 . 7  310 . 8 :t 75 . 4  
200 10 

(10) (10) (10) (8) (2) 

31 . 7 :t 6 . 9  56 . 9 土 26 . 3 1 15 . 4 :t 69 . 0  138 . 8 :t 71 .  7 78 . 0 土 43 . 9 87 379 . 6 士 64 . 6
400 9 

(9) (9) (9) (9) (3) ( 1 )  

捕食数を平均値 :t S.D. (残存幼虫数) で示す。

表 - 4 成虫の捕食数 と 産卵数 と の関係 (25 :t 1・c)

餌ハ ダニ 反復数 平均値 :t S.D./1 日 /1 匹

ス テ ー ジ 供試数/ 日 捕食数 産卵数

。H 50 4 ( ♀ ) 40 . 2 :t  3 . 9  2 . 5 :t 1 . 3  

。H 100 10 ( ♀ ) 80 . 4 :t  8 . 1  3 . 3 :t 1 . 4  

卵 200 10 ( ♀ ) 1 l l . 7 土 27 . 1 5 . 1 土 2 . 7

!'Iß 500 10 ( ♀ ) 204 . 9 :t 34 . 0  12 . 6 :t 1 . 3  - - - - ー ・ 曲 姐 ・ . . . ー ー ・ - - - - - - - - - - ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 司 圃亭 - - - - - - - - - - - - - - - - -
幼 虫 100 6 ( ♀ ) 46 . 0 士 12 . 6 1 . 2 土 1 . 4

第 2 若虫 100 6 ( ♀ ) 28 . 7 :t  7 . 1  2 . 3 土 2 . 1

雄成虫 100 6 ( ♀ ) 41 . 2 :t 16 . 9  0 . 7 土 1 . 0ー ー ー ー ー 司・ ー ー ー ー ー ー ー ・ ・ - - - - - - - - - ー ・ - - - - - - - - 骨 ー - - - - - - 骨 ー - - - - - ・ . . - - - - - - - - - - - - - - ー ー ー
卵 100�300 43 . 4 :t 32 . 0  

6 ( ♀ ) 6 . 2 :t 3 . 1  

雌成虫 50 6 . 2 :t  4 . 2  ー ・ - - - - - - - - - - - ー ー ・ ー ー ー ・ " 骨 骨 帽 . . 噌. . . ・ - - - - - ー ・ - - - - - - - - - - - - - - - - ・ ・ ・ ・ - - - - - - - - - - - -
。H 200 4 (♂ ) 36 . 2 :t  5 . 4  

第 2 若虫 100 4 ( ♂ ) l 1 . 0 :t  2 . 8  

高 い場合 に雌成虫の捕食能力 や産卵 能力が十分発揮 さ れ
て い る こ と がわ か る 。 雌成虫 は ど の よ うな 種類の餌を与
え て も そ れ を捕食 し， 産卵 す る が， 餌密度 を 1 日 当 た り
100 個体で比較 し て み る と， ハ ダニ の卵 を与 え た場合が
捕食数・ 産卵 数 と も 最 も 高 い よ う で あ る 。 雌成虫 の捕食
数が雄成虫の そ れ よ り も かな り 多 い が， こ れ は雌成虫が
産卵 の た め に 多 く の餌 を 必要 と す る た め であ ろ う 。 な お

筆者 の調査 に よ れ ば， 成 虫 は ハ ダニ の卵 や 静止期 を 好
み， ハ ダニ の幼虫や若虫， 成虫 は あ ま り 捕食 しな い傾向
カ宝 あ る 。

十分量の餌 ( ナ ミ ハ ダニ黄緑型の卵 400�600 個) を雌
成虫 に 与 え た 場合の生存期間 中 の 捕食数 と 産卵 数の関係
を 図-3 に示す。 雌成虫 の生存 期聞 は長 く， 平均 73 . 9 日，
最長で 125 日 間生 存 し た 。 1 日 当 た り の捕食数・ 産卵 数
は と も に 羽 化後 10 日 前後が最 も 多 く， そ の後徐々 に減少
す る 傾 向 が あ っ た 。 生 存 期 間 中 の 総 捕 食 数 は 平 均
7 ， 478 . 8卵， 総産卵 数は平均 226 . 6卵 に 達 し て お り， 本種
の雌成虫の捕食能力 と 産卵能力 が高い こ と がわ か る 。

;
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図-3 雌成虫の生存期間中の捕食数 と 産卵数 (下回 ら ， 1993 b) 

W 天敵と し て の利用の可能性

ハ ダニ の 捕食性天敵 は ダニ 類 と 昆 虫類 と に 大別 さ れ
る 。 浜村 ( 1989) に よ れ ば， 後者 は 前者 と 比較し て， ①
1 個体の捕食数が多 い， ②発育期聞が長 い，③ 幼虫期 に 必
要な 餌量が多 い， ④ 増殖能力 が低い， な ど の生態的特 性

を持ち， 一般 にハ ダニ を低密度 に 維持す る 能力 に は乏 し

い がハ ダニ の多発時 に そ れ を抑圧す る 能力 が あ る と 考 え
ら れ て い る 。 我 が国 で は ケ ナ ガ カ プ リ ダ ニ Amblyseius
!ongispinosus が天敵 とし て最 も 有望視 さ れて い る が， そ
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の生 態的特性 (浜村， 1986な ど) を benefica の そ れ と 比
較 し た場合， benefica は上記の よ うな 特徴 を持つ天敵で
あ る と 結論で き る 。

そ れで は benefica を ど の よ う に 利 用 す る の が望 ま し
い であ ろ う か。 今 ま でに述べ て き た よ う に， 本種 は発育
や産卵 に 多 く の餌 を必要 と し， そ の た め ハ ダニ の高密度
時に本来の能力 が発揮 さ れ る 。 し た が っ て そ の利用法 と

し て は， 浜村 (1989) が指摘 し た よ う に， 人為的な 大量
接種 に よ る生 物農薬的利用 よ り は， 本来の働 き を発揮で
き る よ うな 環境 を整 え， 必要 に応 じ て 少数 を接種 し そ の
効果 を期待 す る よ うな 永続的利用法が望 ま し い と 思われ
る 。 例 え ば， 果樹園周辺の天敵の潜伏場所 を確保・ 保護
し， 圏 内 の ハ ダニ の多発時 に備 え る の も 一つ の方法であ
ろ う 。

benefica の利用 に は い く つ も の 問題点があ る が， 最大
の 問題 は効率的な 飼育方法が確立 さ れて いな い こ と に あ
る 。 本種の食性がハ ダニ に 限定 さ れ， 代替餌がな い こ と
や， 嫡の発育率が低 く 飼育効率が悪い こ と であ る 。 こ の
こ と が飼育法 を確立す る た め の最大の課題であ り， 今後
こ れ ら の課題 を 克服す る 必要があ る 。

お わ り に

カ プ リ ダニ類 と は異な り， ben号外仰 はハ ダニ を低密度

に維持 し続 け る 能力 に は 乏 し い が， 大量発生 し た ハ ダニ
を 短期 間 の う ち に抑圧 す る の に 適 し た 能力 を 持 っ て い
る 。 現在ハ ダニ の生 物的防除 の 主体 は カ プ リ ダニ類であ
る こ と は よ く 知 ら れて い る が， 果樹園な ど の よ う に ハ ダ
ニ を含む 害虫相や そ れ ら の 天敵相が非 常 に複雑な生 態系
に お い て は異な っ た性質 を持つ様々な 天敵の存 在が必要
であ り， そ う い う 意味 に お い て benefica の存 在 は貴重で
あ る 。 果樹園 に お け る ハ ダニ の生 物的防除 を 実施す る た
め に 各 種 天 敵 に 関 す る 詳 細な 研 究 が 必 要 で あ り ，
benefica に つ い て は 果樹園 内外での生 活史 や個体群動態
の ほ か， 採餌行動な どの行動学的特性や そ れ に 及ぽす農
薬の影響な ど を詳 し く 調査 し， 天敵 と し て の評価 を正 し
く 行 う こ と が今後強 く 望 ま れて い る 。
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新 刊 ! 「最新農薬の規制 ・ 基準値便 覧』
B 5 判 本文 243 ペー ジ 定価 1，800 円 (本体 1 ， 748 円 ) 送料 380 円

現在， 農林水産省・ 厚生 省・ 環境 庁で は， 農薬 に 係 る 各種の規制・ 基準 に つ い て 見直 し がな さ れて お り ま す。
平 成 4 年 10 月 27 日 に厚生 省が 「残留農薬基準J を大幅に改正 し， こ れ に 伴 っ て農林水産省が 「農薬安全使用基
準」 の 改訂を発表す るな ど， 一つ の省庁で発表 した規制や基準 は他の省庁の規制や基準 に 大 き く かかわり あ っ て

お り ま す。 ま た， そ う し た規制や基準 は， 告示 さ れ る名 称 も 農薬の 関係者 に と っ て馴染みの薄い も の であり， さ
ら に省庁の違い に より 同 じ農薬であ っ て も， そ の呼ひ・名 が違っ て おり ま す。 こ う し た 点 を踏 ま え， 農薬関係者 に

と っ て活用 し や す い よ う に規制・ 基準の設定名 称 をすべて 農林水産省の一般名 に読み換 え， IS0名 や商品名 も 付

記 し た資料 に編集 い た し ま し た 。 巻末 に は農薬の名 称 (一般名・ IS0名・ 設定名 称) と 化学名 か ら 引 け る 索引 を

つ け ま し た 。 農薬 に 関係す る 業務 に携わ ら れ る 方た ち に と っ て座右の資料 と し て ご活用 く だ さ い。

「残留農薬基準J (平 成5 年 3 月 4 日 告示分 ま で)， r農薬登録 保留基準J (平成 4 年 11 月 4 日 告示分 ま で)， r農

薬安全使用基準J (平成 4 年 11 月 30 日 公表分)， r水道水質基準J (平成 4 年 12 月 21 日 告示分)， r環境 基準J (平
成5 年 3 月 8 日 告示分)， そ の他。

お 申 し込み は前金 (現金書留・ 郵便振替・ 小為替な ど) で直接本会 ま でお 申 し込み下 さ い 。
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